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ミズラナの如く，村に多■の水分を含んでいることから

呼ばれています。ブナ科のコナラ属で，北海道を代表的す

る樹木のひとつこす。高さ３０ｍ程度，太さ１ｍ以上にな

る落葉広葉樹で，用途としては．家具材．建築材．椎茸の

原木などに用いられています。花は雄花と雌花が同じ樹に

なる雌睡同種で，５～６月頃に開花・受粉し、果実はドン

グリとして親しまれており，古代人の食料として，まだ野

生動物たちにとっても厳しい冬を乗り切るだめの宜璽な食

料頑でもあります。

欧米ではキング・オブ・フオレスト（森の王様）と呼ば

れるほど大切な木です。知床森林センターでも，ミズナラ

結実堅果の豊凶調査を１０年間行なっており，一般的に堅

果の豊作周期は５～６年に－度と言われていますか．当調

査区（知床）においてもほぼ同じ傾向か見られます。
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平成11年度イベント計画

冬の使者「流氷」，遠くアムール川から流れ出

た淡水が凍り，ここ知床半島には１月の中旬頃に

は流れ着く。流氷はやがて海一面に広がり，見渡

す限りの潔2k原となる。

この流氷の下には豊富なプランクトンか生息し

このプランクトンによって魚類も豊富となり，こ

れらを追うようにワシ類や海獣類も多数渡来し、

流氷の海は生物の豊富な海となる。

こうしだ流氷も，４月になると私たちの視界か

ら消え，僅かに取り残された流氷の－部がその存

在を誇示しているようだ。
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織了, 知床半島を巡る邇光船へと変わる。

まもなく，知床にも遅い春が告げられ

ると，今年もまた，日本全国から沢山の

観光客か神秘な知床を求めて集まってく

る季節となる。
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環境庁提供シマフクロウ

流氷か去つだオホーツク海は，白一色の銀世

界から紺碧の胃を主体とした色へと変わり．こ

こ知床も冬の観光から，春の観光へと衣代わり

を始める。

１月下旬から４月上旬にかけて網走港を基地

として活躍している流氷観光船オーロラ号も，

春の訪れとともに斜里町ウトロ港を基地とした
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ナニワズ（ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科）

ナニワズは葉や枝に強い灘が

ありアイヌ民族はこの木をケ

トーと呼び毒矢を作るのに

利用した雪どけと同時に咲く

イベント名 月曰 場所・内害 募集人員

鏑２６回

５月１６日（日）

知床国有林ピタ､床森林ゼンター

森の手助8ナ・植樹ど木炭焼き ２３名

軍４う回

森林レクリエーション. ｉｎ9,床 ６月５日（土）

IHI岳山麓

で森林浴ピ 自然観察 ２３名

第４８回

森林レクリエーション. ｉｎ知床 ｅ月１９日（土）

知床自然観察

初､【の森で森

教育

林浴

林

ど自然観察 ２３名

鏑２７回

７月１日（木）

知床国有林ピ釘昧森林ゼンター

森の手助Iナ・除伐ピ木炭焼き ２３名

鏑４９回

森林レクリエーション． ｉｎ知床 ７月３１日（土）

羅臼湖

植物観察と湖沼巡ウ ４５名

鏑５０回

森林レクリエーション・ｉｎ知床 ８月１９日（木）

新阿ｉ

観察

火ロ

４５名

ニーション・ｉｎ知床 １０月１３日（水）

知床

紅葉

自然観察教育林

の森で森林浴と自然観蟻 ２３名

第２８回

森どのふ賦あい １０月１７日（日）

斜里町周辺

自鍵邇寧会

国有林

２０名

鏑２９回

森ピの』､弧あい １１月７日（日）

センタ

願演等

－セミナー室

(草木染の） ３５名

第３０回

森ピのふ航あし、 １月８日（土）

センターセミナー室

親子木エ体験 ３５名

第３１回

森ピのふ肛あい ２月２６日（土）

斜里町周辺国有林

歩くスキーピ自鮭痩寧会 ３０名

第５２回

森林レクリエーション． ｉｎ知床 ３月9日（木）

山麓

スキー ﾋﾟﾛｶ物観察 ２３名

個々のイベントは，報道機関及び広報並びIごホームページ等ごお知らせ致します



1119早春の知床ｳｵｯﾁﾝｸﾞ 知床森林センタ-ては，知床国有林

の豊かな自然環境をフィールドに各種

イペントを実施し，森林・林業に関す

る普及・啓蕪活動を行うとともに，平

威9年度からは．国民参加の森づくり

を目指し庭体験林業を実施してきてい

る。

これらイベント等参加者の動態を把

握し今回の事務参考とするため，これ

まで実施してきたイベント参加者等の

１０年以上にわたるデータを取りまと

めた。

図－１年代１ｍ・性1M゛、者散
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■■ 
□１女性

■２男性
第４６回「森林レクリエーション・ｉｎ知

床歩くスキー早春の知床ウオッチング」が，

３月１２曰（金）還壹別山麓ご実施しました

参加者は北見市をはじめ近隣市町村からの

１９名こす。

今回のイベントは，早春の知床で自然のた

っぷり残る森の中に入り，知床の森の息吹さ

や早春の気配を感じながら，自然を楽しんで

いただくことです。

現地に向かうバスの中から国道沿いに餌を

求めて群がっている鹿，オホーツク海の沖合

に浮かぶ流氷なとを眺めなから－路オシンコ

シンの滝の上にある台地に向いましだ。

コースは還琶別黛Ih麓にある１日国道を中心

に歩き．勾配は緩やかで，天然林を主体とし

だ林間コースとなっています。コース自体が

北面にあり雪質も一定しており歩くスキーに

－２００ 
＜ 
￣ 

己

⑭ 

日

●１００ 

０ 

年■平口３０代５０代７０代■上
２０１t■下４０代６０代

２回数別の参加者劃合

図－２は，イベント参加者の参加回数別の割合

を表したものである。参力､回数１回のみの参加者

は全体の６８％，２回参加は１６％，３回参加６
％，４回５％，５回以上５％となっている

殆との参加者は２回以下の参加回数となってい

るが，最も多い参加回数は１７回となっている。

:窯ご蕊蕊鶏鰯窪鰯彌
，立木に刻まれたヒグマの爪痕，キツツキ・

クマゲラか樹木にあけ危孔，エゾマツ・トド

マツの林木遺伝資源保存林．今ではめったに

見られないキハダ・オヒヨウニレの大木．北

国の厳しい寒さが伝わって来る樹木の凍裂な

どを観察しました。

昼食時には，オオワシが優雅に舞う姿やワ

タリガラスの鳴き声，シジユウガラのさえす

りなと野鳥たちが楽しませてくれました。

イベントも終盤に向かい眺望の利く尾根に

出ると，オホーツク海の流2kが展望され，参

加者から歓声か上がりましだ。

深い森と多い雪の中に身を置き，大木や自

然の景勝，芽吹き前の樹木や，自然のたたす綴騒蕊:Ｉ
まいを観察しながら，好天に恵まれた充実の

一日を過ごしました。

図－２参加回数別の割合ﾋﾞﾎﾞ驫鯛､、
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３イペント内容別の応募者数

図－３は，平成９．１０年度に実施し庭主なイ

ペント内容別の平均応募者数を表しだしたもので
ある。

イベント内容別にみる応募状況は，登山が９４

名，次に湖沼巡りが９１名，これらについては，

募集人員に対し約２倍の応募がある人気の高いイ
ベントとなっている。
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繍！ １年代BU・性別参加者数
図－１は，合までのイベント参加者

を年代別・男女別に表しており，参加

者綴数は９７８名となり，延べ参加者

数は１６９４名となっている。

参加者を年代別でみると．５０代女

性が約２５０名と最も多く，参加者全

体の約４分の１を占め．次に４０代女

性，６０代女性と続いている。

この４０代から６０代の女性は参加

者全体の約６劃を占めており，一般的

には「子育てから解放され．余暇を楽

しむ暗闇が増えだ」ことなどが，この

年代の女性に参加が多いものと考えら
れる。

男性の参加者数で最も多い年代は，

６０代となっており「退職後，余暇を

楽しむ時間が増えだ」ごとなとか，こ

の年代に参加が多いものと考えられま
す。

：鰄鰕､、

図－３イベント内容別の応募者政
（平成９．１０年度平均）
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会』２月２７曰（±）に実施しました。斜里市街近郊にあｉ
る通称『発見の森』での歩くスキー，舎回は網走から親子ｉ
の参加もあり，前曰からくすついた天気もあがり参加者一Ｉ
同さっそうと？森の中へ入りました。

森林インストラクター「皆さん，これがカシワの木ですｉ
よ」子供｢カシワってかしわそばのかしわかな￣？」・おｉ
かあさん｢ｶｼﾜ餅の葉はこの木の葉でできているのよ」ｉ
楽しい親子の会話が森の中で微笑ましく雷さわたるととＩ

も,ご心地よい汗をかき自然のただすまいを感じながら冬のｉ
森林を楽しみましだ。 －，－－－－－－－－－－Ｊ 
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魔林協(忠）Ｈ１沼迫り登山窟は后(秋）

詳細については今後発刊予定である「平成１０

年度業務研究発表集録」（北海道森林管理局北
見分局）に掲載予定です。
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